
『
古
事
談
』実

資
か
９

実
頼
か
？

生
　
井

真
　
理
　
子

　
『
古
事
談
』
を
一
個
の
作
品
と
し
て
多
角
的
に
捉
え
た
先
駆
的
な
業
績
と
し

て
は
、
ま
ず
益
田
勝
実
氏
の
『
古
事
談
鑑
賞
』
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
『
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

釈
と
鑑
賞
』
に
連
載
さ
れ
た
こ
の
一
連
の
論
稿
群
に
展
開
さ
れ
る
、
そ
の
優
れ

た
視
座
と
方
法
と
啓
発
的
な
問
題
提
起
は
、
三
十
年
経
っ
て
も
今
も
っ
て
輝
き

を
失
わ
な
い
。
氏
の
業
績
を
い
か
に
発
展
的
に
継
承
す
る
か
は
、
後
進
の
研
究

者
に
と
っ
て
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
実
に
さ
さ
や
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

の
だ
が
、
本
稿
で
は
、
か
つ
て
「
古
事
談
鑑
賞
十
一
　
抄
録
の
文
芸
（
三
一
」

で
益
田
勝
実
氏
が
取
り
扱
っ
た
第
二
臣
節
の
巻
の
第
３
８
話
－
第
４
１
話
を
契
機
と

し
て
、
『
古
事
談
』
編
者
源
顕
兼
が
『
中
外
抄
』
『
富
家
語
』
『
江
談
抄
』
な
ど

か
ら
文
章
を
抄
出
す
る
時
に
、
ど
の
よ
う
な
意
図
を
背
後
に
潜
ま
せ
て
い
た
の

か
を
、
改
め
て
問
い
直
し
て
み
た
い
。
『
古
事
談
』
は
で
き
ご
と
そ
の
も
の
し

か
典
拠
か
ら
抜
き
出
さ
な
い
事
で
定
評
の
あ
る
作
品
で
あ
る
。
で
は
、
果
た
し

て
典
拠
と
な
っ
た
『
中
外
抄
』
な
ど
は
単
な
る
情
報
源
と
し
て
の
み
『
古
事

　
　
　
　
　
『
古
事
談
』

談
』
と
関
わ
る
の
か
、
ま
た
藤
原
忠
実
や
大
江
匡
房
と
い
っ
た
言
談
の
主
の
批

評
や
価
値
観
は
、
『
古
事
談
』
と
い
う
作
品
の
中
で
は
ま
っ
た
く
問
題
に
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
の
か
ど
う
か
を
考
え
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

、
「
選
択
と
配
列
」

　
小
野
宮
実
資
は
賢
人
右
府
と
し
て
知
ら
れ
た
人
で
あ
っ
た
。
が
、
時
代
が
下

る
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
女
好
き
の
面
が
説
話
世
界
で
は
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
人
問
万
事
完
壁
な
人
は
い
な
い
と
い
う
理
屈
か
、

賢
人
と
女
好
き
の
取
り
合
わ
せ
の
妙
が
受
け
た
の
か
、
秘
話
の
類
で
口
伝
や
文

字
化
が
す
で
に
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
我
々
に
な
じ
み
深
い
説
話
集
に

登
場
し
て
く
る
の
で
は
『
古
事
談
』
が
も
っ
と
も
早
い
方
で
あ
ろ
う
。
『
古
事

談
』
第
二
臣
節
の
巻
に
は
賢
人
実
資
の
意
外
な
一
面
が
語
ら
れ
る
。
（
以
下
、

第
Ｘ
巻
第
ｙ
話
は
Ｘ
－
ｙ
と
表
記
す
る
。
）
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『
古
事
談
』

　
　
２
１
３
９
「
実
資
女
不
堪
事
」

　
　
小
野
宮
右
府
於
女
事
不
堪
之
人
也
。
北
対
前
有
井
。
下
女
等
多
称
清
冷
水
。

　
　
集
汲
之
。
相
府
揮
其
中
少
年
女
被
招
寄
於
閑
所
。
已
有
定
所
。
宇
治
殿
聞

　
　
之
。
侍
所
雑
仕
女
中
。
揮
有
顔
色
之
者
令
汲
水
。
相
誠
云
。
先
汲
水
之
後
。

　
　
若
有
招
引
者
。
其
後
弁
水
桶
可
販
参
云
々
。
果
如
所
案
。
後
日
右
府
被
参

　
　
宇
治
殿
之
次
。
公
事
言
談
之
問
。
宇
治
殿
仰
云
。
彼
先
日
侍
所
水
桶
。
至

　
　
今
者
返
給
云
々
。
相
府
迷
惑
頻
面
。
無
所
申
而
止
。

　
　
２
１
４
０
「
実
資
教
通
愛
遊
女
香
臆
事
」

　
　
小
野
宮
大
臣
愛
遊
女
香
臆
。
其
時
又
大
二
条
殿
愛
此
女
。
相
府
香
臆
二
被

　
　
問
云
。
我
与
壽
愛
何
乎
。
汝
通
大
臣
二
人
。
二
条
関
裏
長
之
故
称
之
。

　
清
冷
水
が
出
る
か
ら
と
、
自
邸
の
井
戸
に
集
ま
る
下
女
の
中
か
ら
若
い
美
女

を
選
ん
で
は
、
実
資
が
ひ
そ
か
に
引
き
入
れ
る
と
い
う
噂
を
聞
い
て
、
頼
通
が

試
し
に
雑
仕
女
を
遣
わ
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
案
の
定
実
資
は
頼
通
の
計
略
に
引

っ
か
か
り
、
こ
れ
を
や
り
こ
め
る
頼
通
の
前
で
赤
面
し
て
う
ろ
た
え
る
。
続
く

話
は
、
そ
れ
に
懲
り
た
ふ
う
も
な
い
か
の
よ
う
に
、
今
度
は
頼
通
の
弟
教
通
と

遊
女
香
炉
を
張
り
合
い
、
「
我
与
霧
愛
何
乎
。
汝
通
大
臣
二
人
」
と
問
い
か
け

た
。
二
人
が
大
臣
で
あ
っ
た
の
は
治
安
元
年
か
ら
永
承
元
年
ま
で
で
、
実
資
が

六
十
五
才
か
ら
九
十
才
ま
で
の
問
、
教
通
は
二
十
五
才
か
ら
五
十
才
の
問
の
こ

と
に
な
る
。
実
資
の
問
い
に
遊
女
香
炉
が
何
と
答
え
た
か
知
り
た
く
な
る
が
、

残
念
な
が
ら
そ
こ
で
話
は
と
ぎ
れ
る
。
そ
し
て
、
「
古
事
談
鑑
賞
十
一
」
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

け
る
、
益
田
勝
実
氏
の
言
葉
に
従
え
ば
「
何
の
脈
絡
も
な
し
に
」
、
次
の
２
１

４
１
が
『
中
外
抄
』
か
ら
抄
出
さ
れ
て
く
る
。

　
　
小
野
宮
殿
莞
給
之
時
。
京
中
諸
人
集
門
前
悲
嘆
云
々
。
此
事
見
一
条
摂
政

　
　
記
云
々
。

こ
の
下
り
は
、
『
中
外
抄
』
下
２
２
の

　
　
（
Ａ
）
行
成
公
、
或
人
冥
官
許
二
ま
か
り
た
り
け
れ
は
、
侍
従
大
麹
言
召

　
　
せ
と
被
仰
ヶ
ル
ニ
、
或
冥
官
出
来
テ
、
彼
人
ハ
為
世
為
人
二
い
み
し
く
う
る
は

　
　
し
き
人
也
。
暫
な
め
し
そ
と
い
ひ
け
り
。
然
者
正
直
な
る
人
、
冥
官
の
召

　
　
も
遁
事
也
。
（
Ｂ
）
小
野
宮
殿
苗
宛
給
た
り
け
る
に
は
、
京
中
諸
人
、
彼
人

　
　
家
前
二
集
テ
事
外
二
愁
嘆
し
け
り
と
見
一
条
摂
政
記
云
々
。
（
Ａ
，
Ｂ
は
筆

　
　
者
挿
入
）

と
あ
る
、
後
半
Ｂ
の
部
分
に
相
当
し
、
Ａ
の
方
は
『
古
事
談
』
２
１
３
４
に
独
立

し
て
抄
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
Ｂ
と
同
内
容
の
話
が
『
富
家
語
』
二
エ
ハ
の

　
　
仰
云
、
（
Ｃ
）
小
野
宮
室
町
面
ニ
ハ
古
四
足
門
ア
リ
キ
。
件
門
ハ
常
二
閑
タ
リ

　
　
キ
。
是
小
野
宮
殿
御
坐
之
時
、
件
門
天
神
常
渡
御
終
夜
御
対
面
故
云
々
。

　
　
（
Ｄ
）
凡
小
野
宮
ハ
イ
ミ
シ
ク
御
坐
シ
ケ
ル
人
ニ
コ
ソ
御
メ
レ
。
令
苗
宛
給

　
　
時
、
京
中
諸
人
門
前
二
来
集
テ
歎
合
テ
挙
哀
ス
ト
一
条
殿
雅
信
公
左
大
臣

　
　
記
二
被
書
タ
ル
。
賢
皇
ノ
崩
給
時
、
大
極
殿
竜
尾
壇
二
諸
国
人
民
参
入
シ
テ

　
　
挙
哀
ス
ト
テ
泣
歎
事
ノ
有
也
者
。
（
Ｃ
・
Ｄ
は
筆
者
挿
入
）

と
い
う
後
半
Ｄ
の
部
分
に
あ
る
。
不
審
な
の
は
、
『
富
家
語
』
一
二
六
Ｃ
と
、



こ
れ
に
続
く
『
富
家
語
』
二
一
七
は
組
み
合
わ
さ
れ
て
、
実
資
の
女
好
き
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
『
古
事
談
』
２
１
３
９
・
２
１
４
０
の
前
に
、
２
１
３
８
「
小
野
宮

邸
門
閉
事
」
と
し
て
、

　
　
小
野
宮
ノ
室
町
面
ニ
ハ
古
四
足
ア
リ
キ
。
件
門
常
閑
タ
リ
ケ
リ
。
是
小
野

　
　
宮
殿
御
坐
之
時
。
経
件
之
門
天
神
渡
御
。
終
夜
御
対
面
故
云
々
。
又
大
炊

　
　
御
門
面
ニ
ハ
ハ
タ
板
ヲ
立
テ
穴
ヲ
ア
ケ
タ
ル
処
ア
リ
ケ
リ
。
ソ
レ
ニ
菓
子

　
　
ナ
ド
ヲ
令
置
給
ケ
レ
バ
。
京
童
部
集
テ
天
下
事
共
ヲ
語
申
ケ
リ
。
其
中
二

　
　
名
事
ド
モ
多
聞
ケ
リ

と
い
う
形
で
、
一
話
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
２
－
３
８

で
は
Ｄ
の
部
分
を
抜
い
た
格
好
で
、
『
富
家
語
』
か
ら
連
続
的
に
抄
出
し
て
お

き
な
が
ら
、
２
１
４
１
で
は
Ｄ
の
部
分
は
何
故
か
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
疑

問
に
益
田
勝
実
氏
は
、

　
　
同
内
容
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
『
富
家
語
』
の
話
を
却
け

　
　
た
の
に
は
、
賢
皇
の
死
時
の
挙
哀
に
比
し
た
、
そ
の
話
し
ぶ
り
よ
り
も
、

　
　
淡
々
た
る
『
中
外
抄
』
の
記
事
の
方
を
選
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
『
富

　
　
家
語
』
を
素
材
に
し
て
、
『
中
外
抄
』
程
度
の
短
文
を
書
く
こ
と
も
や
さ

　
　
し
い
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
こ
と
を
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
「
一
条
摂
政

　
　
の
記
に
見
え
た
り
。
」
と
い
う
一
句
が
証
明
し
て
い
る
。
抄
録
者
の
態
度

　
　
を
崩
さ
な
か
っ
た
の
だ
。

と
さ
れ
た
。
だ
が
、
益
田
勝
実
氏
が
小
題
と
し
て
掲
げ
た
「
選
択
と
配
列
」
に

　
　
　
　
　
『
古
事
談
』

着
目
す
る
か
ぎ
り

い
よ
う
で
あ
る
。

、
『
古
事
談
』
の
も
く
ろ
み
は
そ
の
程
度
で
は
済
ん
で
い
な

「
脈
絡
」
は
あ
る
の
で
あ
る
。

二
、
「
我
与
霧
愛
何
乎
」

　
『
古
事
談
』
の
配
列
は
基
本
的
に
付
け
合
い
方
式
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
一

連
の
説
話
群
を
見
な
が
ら
思
い
出
す
の
は
、
『
袋
草
紙
』
上
巻
に
「
撰
集
の
故

実
」
を
述
べ
た
、

　
　
同
題
の
歌
な
ら
び
に
返
歌
に
似
た
る
等
、
相
ひ
並
ぶ
べ
き
な
り
。
時
節
の

　
　
玄
か
に
隔
て
た
る
は
沙
汰
の
限
り
に
非
ず
。
秀
歌
は
一
所
に
並
ぶ
べ
か
ら

　
　
ず
。
処
々
に
こ
れ
を
相
ひ
交
ふ
る
べ
し
。
歌
の
次
第
漸
く
便
に
随
ひ
て
こ

　
　
れ
を
書
く
べ
し
。
以
前
の
撰
集
に
一
事
は
違
ふ
べ
き
な
り
。

と
い
う
一
節
で
あ
る
。
和
歌
と
説
話
の
編
集
方
法
を
同
列
に
論
じ
よ
う
と
い
う

の
で
は
な
い
が
、
蒐
集
し
た
資
料
か
ら
歌
あ
る
い
は
説
話
を
選
び
抜
き
出
し
、

そ
れ
ら
個
々
に
は
無
関
係
に
あ
る
も
の
を
、
配
列
に
よ
っ
て
関
連
が
あ
る
か
の

よ
う
に
、
ぶ
っ
切
れ
の
感
じ
を
抱
か
せ
ぬ
よ
う
に
繋
ぎ
合
わ
せ
な
が
ら
、
独
自

の
作
品
世
界
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
営
み
の
点
で
は
共
通
す
る
だ
ろ
う
。
歌
論

書
で
歌
の
注
釈
が
付
随
し
て
も
、
そ
れ
ら
の
配
列
へ
の
配
慮
は
和
歌
の
配
列
方

法
に
共
通
す
る
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
『
袋
草
紙
』
「
雑
談
」
の
部
で
は
、

「
以
下
の
諸
逸
話
は
と
り
と
め
も
な
く
順
不
同
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
に
見
え

る
が
、
し
か
し
運
想
の
糸
に
よ
っ
て
次
々
と
話
が
た
ど
ら
れ
て
ゆ
く
関
係
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



　
　
　
　
　
『
古
事
談
』

和
歌
・
歌
人
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
主
題
下
に
包
括
さ
れ
る
構
想
」
が
あ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
を
、
す
で
に
藤
岡
忠
美
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
少
し
時
代
を
遡
っ
て
、
『
俊
頼
髄
脳
』
の
「
季
語
・
歌
語
の
由
来
」
を
述
べ

る
条
で
も
、
同
趣
の
構
想
を
指
摘
で
き
る
。
あ
る
和
歌
を
挙
げ
て
は
そ
の
背
景

に
あ
る
説
話
を
紹
介
し
な
が
ら
次
々
と
展
開
す
る
著
述
方
式
だ
が
、
先
の
和
歌

か
ら
後
続
の
和
歌
へ
と
続
け
る
時
に
、
そ
れ
に
付
随
す
る
説
話
世
界
を
も
融
合

し
た
形
で
、
必
ず
何
ら
か
の
連
想
的
な
繋
が
り
を
意
識
し
て
配
列
し
て
い
る
こ

と
が
見
て
と
れ
る
。
そ
の
中
の
、
「
秋
風
に
初
雁
が
ね
ぞ
き
こ
ゆ
な
る
　
た
が

玉
づ
さ
を
か
け
て
き
つ
ら
む
」
の
歌
に
着
目
し
て
み
た
い
。
俊
頼
は
「
雁
の
玉

づ
さ
」
に
関
わ
る
蘇
武
の
故
事
が
引
き
、
衛
律
が
胡
国
か
ら
蘇
武
を
取
り
返
す

下
り
を
も
っ
て
「
そ
れ
に
よ
そ
へ
て
、
か
の
雁
の
歌
は
詠
む
な
り
」
と
説
く
。

「
一
体
誰
の
手
紙
を
…
…
」
と
い
う
こ
の
歌
の
問
い
か
け
と
、
こ
の
故
事
を
念

頭
に
、
次
の
「
天
の
河
う
き
木
に
の
れ
る
わ
れ
な
れ
や
　
あ
り
し
に
も
あ
ら
ず

世
は
な
り
に
け
り
」
の
歌
だ
け
を
読
む
と
、
蘇
武
の
く
返
歌
Ｖ
の
よ
う
に
も
見

え
て
く
る
。
「
天
の
河
」
の
歌
に
引
か
れ
る
故
事
は
、
蘇
武
と
同
じ
く
く
漢
武

帝
の
命
令
Ｖ
に
よ
っ
て
天
の
河
の
「
み
な
か
み
」
を
訪
ね
た
張
霧
の
話
で
あ
る
。

そ
こ
で
張
審
が
見
た
も
の
は
、
「
常
に
見
る
人
に
は
あ
ら
ぬ
さ
ま
し
た
る
」

人
々
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
同
様
に
異
な
る
風
俗
の
胡
国
に
長
年
捕
虜
の
身
と
な

っ
て
い
た
蘇
武
が
、
よ
う
や
く
祖
国
に
戻
っ
て
み
れ
ば
、
す
っ
か
り
様
子
が
変

わ
っ
て
い
る
驚
き
を
表
す
歌
と
し
て
も
読
め
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
こ
の
「
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

の
河
」
の
歌
を
詠
ん
だ
と
い
う
采
女
は
、
帝
の
寵
愛
を
受
け
な
が
ら
病
気
の
た

め
に
し
ば
ら
く
宿
下
が
り
を
し
て
い
て
、
宮
中
に
戻
る
と
も
は
や
忘
れ
ら
れ
た

身
と
な
っ
て
い
た
。
同
じ
〈
帰
る
〉
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
共
有
し
な
が
ら
、
帝

に
よ
っ
て
帰
り
を
待
た
れ
た
人
問
の
苦
労
と
喜
び
か
ら
、
忘
れ
ら
れ
た
人
間
の

嘆
き
へ
と
変
転
し
て
行
く
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
歌
と
話
の
世

界
を
含
め
て
、
か
な
り
部
分
的
な
類
似
に
よ
る
濃
密
な
連
繋
に
な
っ
て
お
り
、

連
想
的
に
展
開
す
る
〈
説
話
集
〉
の
隣
接
す
る
話
と
話
の
関
係
に
一
層
近
づ
い

て
行
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
説
話
集
編
纂
時
の
配
列
の
工
夫
に
、
編
者
が
伝
統
的
な
和
歌
の
編
集
方
法
を

参
考
に
し
利
用
す
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
も
っ
と
幅
広
く

詩
・
歌
・
物
語
・
絵
巻
物
等
々
の
編
集
・
配
列
方
法
は
、
各
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え

て
、
そ
の
時
代
の
総
合
的
な
文
化
基
盤
と
し
て
互
い
に
影
響
を
与
え
合
い
、
融

通
し
あ
っ
た
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
捉
え
た
方
が
実
態
に
即
し
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
今
、
問
題
と
し
て
い
る
『
古
事
談
』
に
戻
り
、
『
袋
草
子
』
風
に

捉
え
て
み
る
な
ら
、
２
１
３
９
と
２
１
４
０
が
実
資
の
女
好
き
と
い
う
「
同
題
」
で
、

続
く
２
１
４
１
は
丁
度
「
返
歌
に
似
た
る
」
に
相
当
す
る
関
係
に
な
ら
な
い
だ
ろ

う
か
。
と
い
う
の
も
、
２
１
４
０
は
実
資
の
問
い
か
け
の
み
で
終
わ
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
と
ぎ
れ
方
に
は
不
思
議
な
力
が
あ
る
。
も
し
語
り
手
が
こ
の
よ
う
に

言
っ
て
後
を
濁
す
場
合
、
そ
の
時
の
表
情
と
語
り
口
に
は
、
聞
き
手
に
答
を
促

す
誘
導
が
も
く
ろ
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。



　
「
相
府
香
櫨
二
被
問
云
。
我
与
毒
愛
何
乎
」
。
さ
て
、
香
炉
は
何
と
答
え
た
の

で
あ
ろ
う
。
読
者
の
一
人
と
し
て
答
を
考
え
て
み
る
な
ら
、
実
資
は
少
な
く
と

も
六
十
五
才
以
上
の
高
齢
、
教
通
は
二
十
五
才
で
す
で
に
内
大
臣
と
言
う
前
途

有
望
な
若
さ
を
誇
る
。
寵
愛
を
得
る
相
手
と
し
て
は
常
識
的
に
考
え
れ
ば
教
通

の
方
が
よ
い
に
決
ま
っ
て
い
る
。
だ
が
、
問
う
て
い
る
の
は
実
資
で
あ
る
。
遊

女
も
客
商
売
、
目
の
前
で
別
な
男
の
方
が
よ
い
と
も
言
え
ず
、
今
ま
で
の
寵
愛

を
謝
し
て
お
愛
想
よ
ろ
し
く
実
資
に
敬
意
を
払
っ
た
に
違
い
な
い
。
『
古
事
談
』

編
者
も
読
者
の
そ
の
よ
う
な
思
考
プ
ロ
セ
ス
を
読
み
取
る
か
の
よ
う
に
、
２
１

４
１
の
小
野
宮
殿
が
苗
宛
去
し
た
と
き
、
「
京
中
諸
人
」
が
門
前
に
集
ま
っ
て
嘆
い

た
と
い
う
話
を
持
っ
て
く
る
。
『
富
家
語
』
に
お
け
る
知
足
院
殿
忠
実
の
言
談

の
展
開
と
は
逆
に
、
『
古
事
談
』
の
話
の
流
れ
で
は
、
こ
の
「
京
中
諸
人
」
に

は
、
先
行
す
る
２
１
３
８
で
小
野
宮
殿
が
用
意
し
た
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
「
天
下

名
事
」
を
語
っ
た
京
童
の
イ
メ
ー
ジ
が
当
然
重
な
っ
て
く
る
。
と
す
る
と
、
表

面
的
に
は
そ
の
死
を
惜
し
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
嘆
く
内
心
で
は

彼
ら
に
は
も
は
や
菓
子
を
も
ら
え
な
く
な
る
と
い
う
現
実
的
な
憂
え
も
考
え
ら

れ
な
く
も
な
い
。
そ
れ
を
匂
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
後
続
す
る
２
－
４
２
で
は
藤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
４
一

原
顕
頼
が
飢
え
て
食
べ
物
を
望
ん
だ
話
が
現
れ
る
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
「
そ
り
ゃ
あ
、
表
向
き
は
…
…
」
と
、
２
１
４
１
の
話
が

２
１
４
０
の
問
い
か
け
の
答
を
体
現
し
た
く
返
事
ｖ
に
な
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。

『
富
家
語
』
で
忠
実
が
小
野
宮
殿
が
い
か
に
立
派
な
人
だ
っ
た
か
の
例
証
に
挙

　
　
　
　
　
『
古
事
談
』

げ
た
、
「
京
中
諸
人
」
の
嘆
き
を
ま
と
も
に
受
け
継
ぐ
気
が
顕
兼
に
は
さ
ら
さ

ら
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
「
凡
小
野
宮
ハ
イ
ミ
シ
ク
御
坐
シ
ケ
ル
人
ニ
コ
ソ

御
メ
レ
」
の
語
や
、
小
野
宮
殿
を
中
国
の
「
賢
皇
」
に
も
比
し
た
忠
実
の
語
り

口
は
、
必
要
が
な
い
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
顕
兼
に
は
抵
抗
を
感
じ
さ
せ
た
。

そ
こ
に
顕
兼
が
Ｄ
の
部
分
を
取
ら
な
い
理
由
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
『
中
外
抄
』
Ｂ
の
方
に
出
て
く
る
「
一
条
摂
政
」
藤
原
伊
ヂ
の
方
が
、

『
富
家
語
』
一
二
六
Ｄ
の
「
一
条
左
大
臣
」
源
雅
信
よ
り
も
付
け
合
い
方
式
と

し
て
は
実
資
の
女
好
き
に
続
け
る
連
想
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
で
あ
っ
た
。
た
と

え
ば
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
五
一
「
一
条
摂
政
事
」
に
、

　
　
一
条
摂
政
と
は
、
東
三
条
殿
の
兄
に
お
は
し
ま
す
。
御
か
た
ち
よ
り
は
じ

　
　
め
、
心
も
ち
ひ
な
ど
、
め
で
た
く
、
ざ
え
・
あ
り
さ
ま
、
ま
こ
と
し
く
お

　
　
は
し
ま
し
、
ま
た
色
め
か
し
く
、
女
を
も
お
ほ
く
御
覧
じ
興
ぜ
さ
せ
給
け

　
　
る
に
、
す
こ
し
軽
々
に
お
ぼ
え
さ
せ
給
け
れ
ば
、
御
名
を
隠
さ
せ
給
て
、

　
　
大
蔵
の
丞
豊
蔭
と
な
の
り
、
う
へ
な
ら
ぬ
女
の
が
り
は
、
御
文
も
つ
か
は

　
　
し
け
る
。
懸
想
せ
さ
せ
給
、
あ
わ
せ
給
も
し
け
る
に
、
皆
人
、
さ
心
え
て
、

　
　
知
り
参
ら
せ
た
り
。

と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
実
名
を
隠
し
て
身
分
の
低
い
女
性
に
通
う
よ
う
な
色

好
み
で
有
名
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
２
１
４
０
で
、
実
資
が
教
通
を
「
髭
」
と
呼

び
、
実
名
を
避
け
る
言
い
回
し
か
ら
の
連
想
と
し
て
も
、
連
繋
上
も
う
一
人
の

女
好
き
を
想
起
さ
せ
る
遊
び
が
ち
ら
り
と
見
え
る
。
『
一
条
摂
政
御
集
』
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



　
　
　
　
　
『
古
事
談
』

「
と
よ
か
げ
、
大
炊
御
門
わ
た
り
な
り
け
る
人
に
通
ひ
け
る
。
人
お
ほ
か
り
け

る
中
に
、
を
と
こ
の
、
ま
へ
を
っ
ね
に
わ
た
り
て
、
も
の
も
い
は
ざ
り
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　

ば
」
と
あ
る
よ
う
に
、
一
条
摂
政
伊
ヂ
も
ま
た
大
炊
御
門
大
路
付
近
に
住
む
女

性
の
も
と
に
通
う
の
で
あ
っ
て
、
井
戸
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
実
資
の
小
野
宮

　
邸
の
北
の
対
に
面
す
る
大
路
が
大
炊
御
門
で
あ
る
こ
と
と
も
通
い
合
う
。
戯
れ

を
基
調
と
す
る
『
古
事
談
』
に
お
い
て
は
Ｂ
が
選
ば
れ
た
の
は
こ
れ
だ
け
の
理

由
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
に
類
似
す
る
配
列
方
法
を
取
っ
た
例
に
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
一
五
七

「
或
上
達
部
、
中
将
之
時
逢
召
人
事
」
か
ら
一
五
八
「
陽
成
院
妖
物
事
」
へ
の

展
開
が
あ
る
。
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
も
ま
た
、
そ
の
配
列
に
連
鎖
的
な
方
法
が

取
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
ま
ず
、
一
五

七
話
。
昔
、
さ
る
中
将
が
参
内
途
中
で
罪
人
の
法
師
が
引
か
れ
て
行
く
の
に
出

会
う
。
長
年
の
主
人
を
殺
し
た
と
聞
き
、
「
誠
に
罪
重
き
わ
ざ
し
た
る
に
こ
そ
。

心
憂
き
わ
ざ
し
け
る
も
の
か
な
」
と
眩
い
た
た
め
に
、
こ
の
法
師
か
ら
逆
恨
み

を
さ
れ
、
誘
拐
さ
れ
て
火
あ
ぶ
り
に
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
、
危
機
一
髪
で
見
知
ら

ぬ
集
団
に
助
け
ら
れ
た
。
聞
け
ば
、
か
の
日
、
法
師
の
次
に
出
会
っ
た
罪
人
で
、

大
し
た
罪
で
も
な
い
の
で
許
し
を
請
う
て
免
じ
て
や
っ
た
男
が
、
報
恩
の
た
め

に
助
け
に
来
た
の
で
あ
っ
た
。
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
は
「
年
お
と
な
に
な
り
給

て
、
『
か
・
る
事
に
こ
そ
あ
ひ
た
り
し
か
』
と
、
人
に
語
り
給
け
る
な
り
。
四

条
大
納
言
の
事
と
申
は
、
ま
こ
と
や
ら
ん
」
と
結
ぶ
。
さ
て
、
「
ま
こ
と
」
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇

ど
う
か
、
読
者
が
考
え
る
し
か
な
い
が
、
現
代
で
は
今
の
と
こ
ろ
同
類
話
は
知

ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
ま
し
て
藤
原
公
任
の
こ
と
か
ど
う
か
は
確
か
め
る
す
べ
も

な
い
。
公
任
は
十
八
才
の
時
か
ら
権
中
将
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
も
そ
も
そ

の
よ
う
に
問
い
か
け
る
事
自
体
、
不
信
を
そ
そ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
『
宇

治
拾
遺
物
語
』
編
者
も
、
そ
う
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
と
い

う
の
も
、
次
の
「
陽
成
院
妖
物
事
」
に
は
「
浦
島
の
子
が
お
と
・
」
な
る
も
の

が
登
場
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
話
は
、
陽
成
上
皇
の
御
所
に
現
れ
た
化
け
物
は
、
自
ら
「
浦
島
の
子
が

お
と
・
也
」
と
名
乗
り
、
「
い
に
し
へ
よ
り
此
所
に
住
み
て
、
千
二
百
余
年
に

な
る
也
」
「
こ
・
に
社
を
造
て
い
は
ひ
給
へ
」
と
要
求
す
る
。
こ
れ
を
「
我
心

ひ
と
つ
に
て
は
か
な
は
じ
。
こ
の
由
を
院
へ
申
て
こ
そ
は
」
と
断
っ
た
番
の
男

は
、
一
口
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
も
の
だ
が
、
ま
ず
浦
島
子
の
弟

の
存
在
な
ど
、
浦
島
子
伝
承
で
は
初
耳
で
あ
る
。
し
か
も
、
『
和
歌
童
蒙
抄
』

が
引
用
す
る
「
四
条
大
納
言
の
和
歌
論
議
」
に
よ
れ
ば
、
四
条
大
納
言
は
『
日

本
書
紀
』
を
引
い
て
浦
島
子
が
蓬
莱
山
に
旅
立
っ
た
の
は
雄
略
天
皇
二
十
二
年

　
　
　
　
の

の
時
と
す
る
。
こ
の
年
か
ら
陽
成
天
皇
退
位
の
年
ま
で
で
も
足
掛
け
四
百
七
年

だ
か
ら
、
浦
島
子
の
弟
が
「
い
に
し
へ
よ
り
此
所
に
住
み
て
、
千
二
百
余
年
に

な
る
」
こ
と
な
ぞ
あ
り
え
な
い
。
四
条
大
納
言
の
説
に
照
ら
し
て
も
、
化
け
物

の
言
葉
は
い
か
に
も
信
用
で
き
な
い
わ
け
で
、
「
四
条
大
納
言
の
事
と
は
ま
こ

と
や
ら
ん
」
の
問
い
に
に
応
じ
る
か
の
よ
う
に
次
の
「
嘘
」
の
話
に
展
開
す
る



あ
た
り
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
計
算
さ
れ
た
配
列
を
思
わ
せ
る
。
お
ま
け
に
、

陽
成
天
皇
は
暴
虐
の
人
と
い
う
こ
と
で
廃
帝
と
な
っ
た
こ
と
は
説
話
の
世
界
で

も
有
名
で
あ
り
、
前
話
の
逆
恨
み
を
す
る
法
師
に
通
ず
る
所
が
あ
っ
た
。
ひ
ょ

っ
と
し
た
ら
、
前
話
に
は
四
条
大
納
言
と
は
別
人
に
同
類
の
伝
承
が
あ
っ
て
、

そ
の
方
が
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
念
頭
に
置
い
た
上
で
の
配
列
で
あ
っ

た
か
も
知
れ
な
い
。

　
さ
て
、
『
俊
頼
髄
脳
』
と
『
古
事
談
』
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
配
列
方
法
に
は

か
な
り
近
似
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
。
た
だ
、
両
者
に
決
定
的

に
異
な
る
の
は
、
『
俊
頼
髄
脳
』
が
歌
論
書
と
い
う
性
格
上
、
著
者
の
言
葉
が

全
面
に
押
し
出
さ
れ
て
読
者
の
理
解
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
に
、
読
者
が

配
列
の
工
夫
に
気
づ
か
な
く
と
も
基
本
的
に
は
著
述
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
る
の

に
対
し
、
『
古
事
談
』
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
場
合
は
配
列
に
気
を
付
け
て
い
な

い
と
、
編
者
の
姿
が
実
に
見
え
に
く
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
話
だ
け

で
も
そ
れ
な
り
に
十
分
面
白
く
読
ま
せ
る
作
品
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
だ
け
で
楽

し
む
こ
と
は
で
き
る
。
こ
と
に
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
は
完
成
さ
れ
た
独
特
の
お

か
し
み
を
表
現
の
中
に
湛
え
て
い
る
の
で
、
早
く
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
た
。

し
か
し
、
時
に
話
末
表
現
に
至
る
ま
で
か
な
り
同
文
的
な
も
の
が
見
つ
か
る
の

は
『
古
事
談
』
と
同
様
で
、
話
の
分
析
の
み
か
ら
そ
の
独
自
性
や
編
者
の
意
図

に
迫
ろ
う
と
す
る
の
に
は
限
界
が
あ
る
。
ま
し
て
、
『
古
事
談
』
に
は
、
た
と

え
ば
浦
島
子
伝
承
が
第
一
王
道
后
宮
の
巻
に
入
っ
て
い
る
よ
う
な
、
何
故
そ
の

　
　
　
　
　
『
古
事
談
』

話
が
そ
こ
に
あ
る
の
か
、
現
代
の
読
者
を
困
惑
さ
せ
る
類
の
話
柄
が
あ
ち
こ
ち

　
　
　
　
？
一
．

に
存
在
す
る
。
あ
る
い
は
、
典
拠
と
思
わ
れ
る
ま
と
ま
っ
た
話
か
ら
わ
ず
か
な

一
文
の
み
を
抄
出
し
た
り
、
逆
に
え
ん
え
ん
と
記
録
の
抄
出
を
行
っ
た
り
で
、

『
古
事
談
』
編
者
の
意
図
が
わ
か
ら
な
い
、
研
究
者
泣
か
せ
の
側
面
が
あ
る
。

こ
れ
も
、
一
つ
の
話
を
面
白
く
語
ろ
う
と
す
る
と
い
う
よ
り
、
抄
出
カ
ー
ド
の

並
べ
具
合
で
く
は
ば
か
り
な
く
Ｖ
物
を
言
お
う
と
し
た
編
者
の
策
と
理
解
す
れ

ば
、
「
脈
絡
」
な
く
見
え
る
『
古
事
談
』
世
界
の
視
界
は
と
た
ん
に
開
け
て
こ

よ
う
。

三
、
実
資
か
？

実
頼
か
？

　
既
述
し
た
『
中
外
抄
』
下
２
２
・
『
富
家
語
』
二
エ
ハ
・
一
二
七
の
知
足
院
殿

の
言
談
に
お
い
て
、
「
小
野
宮
殿
」
が
実
頼
を
指
す
こ
と
は
諸
説
一
致
し
て
い

る
。
が
、
こ
れ
を
典
拠
と
し
た
『
古
事
談
』
２
１
３
８
・
４
１
の
「
小
野
宮
殿
」
に

つ
い
て
は
、
国
史
大
系
本
の
傍
注
並
び
に
益
田
勝
実
・
浅
見
和
彦
・
志
村
有

弘
・
伊
東
玉
美
の
各
氏
は
と
も
に
実
資
と
解
し
、
小
林
保
治
氏
は
２
１
３
８
を
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９

資
・
２
－
４
１
を
実
頼
と
見
て
い
る
。
顕
兼
が
典
拠
の
「
小
野
宮
殿
」
を
実
資
と

誤
解
し
た
と
見
る
の
で
あ
る
。
益
田
氏
は
そ
の
根
拠
を
実
資
も
後
の
小
野
宮
殿

と
呼
ば
れ
る
賢
人
で
あ
っ
た
点
に
求
め
た
。
伊
東
氏
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
や

『
発
心
集
』
に
語
ら
れ
る
よ
う
な
「
神
仏
に
通
じ
て
い
る
人
物
」
と
し
て
の
実

資
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
の
〈
顕
兼
の
錯
誤
〉
と
説
く
。
だ
が
、
『
古
事
談
』
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一



　
　
　
　
　
『
古
事
談
』

特
に
実
資
と
わ
か
る
よ
う
に
書
き
換
え
た
箇
所
は
な
く
、
『
中
外
抄
』
や
『
富

家
語
』
の
「
小
野
宮
殿
」
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
む
し
ろ
、

先
行
す
る
行
成
や
俊
賢
な
ど
の
話
群
と
同
様
に
、
実
資
の
話
と
隣
接
す
る
か
ら

こ
れ
ら
も
実
資
の
つ
も
り
に
違
い
な
い
、
と
い
う
読
者
側
の
思
い
込
み
の
前
提

が
「
誤
解
」
を
呼
ん
で
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
仮
に
伊
東
氏
の
説
く
よ
う
に
、

賢
人
・
好
色
・
死
と
い
う
短
い
実
資
伝
を
顕
兼
が
形
造
る
つ
も
り
だ
っ
た
と
し

て
も
、
『
中
外
抄
』
下
２
２
の
Ｄ
の
部
分
を
抜
い
て
、
死
を
表
す
２
１
４
１
に
回
す

こ
と
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ
『
富
家
語
』
か
ら
抄
出
し
て
く
る
の
は
、
「
無
頓
着
」

ど
こ
ろ
か
か
な
り
手
の
込
ん
だ
仕
様
で
、
顕
兼
に
は
何
か
別
の
も
く
ろ
み
が
あ

っ
た
と
考
え
る
し
か
な
い
。
私
に
は
そ
の
ま
ま
実
頼
で
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
ず
配
列
か
ら
見
て
行
く
と
、
２
１
３
８
に
先
行
す
る
２
１
３
７
「
経
信
評
宗
通

事
」
は

　
　
宗
通
卿
童
殿
上
人
之
時
。
可
給
官
之
由
。
於
殿
上
議
定
之
問
。
経
信
卿
申

　
　
云
。
宇
治
関
白
牛
飼
コ
ソ
土
左
目
ニ
ハ
任
ジ
テ
侍
シ
カ
云
々
。
干
時
満
座

　
　
含
咲
。
侃
無
沙
汰
云
々
。

と
い
う
も
の
。
右
大
臣
俊
家
の
子
、
宗
通
が
童
殿
上
の
折
に
官
を
望
ん
で
伎
議

の
議
題
と
な
っ
た
が
、
時
の
権
大
植
言
源
経
信
が
殿
上
童
と
牛
飼
い
童
に
引
っ

か
け
、
権
力
に
任
せ
て
幼
年
の
者
に
ま
で
官
を
得
る
こ
と
へ
の
椰
楡
も
含
め
て
、

「
童
」
を
任
官
さ
せ
た
先
例
な
ら
「
宇
治
関
白
牛
飼
」
が
土
左
目
に
任
じ
ら
れ

た
例
が
あ
り
ま
す
ぞ
と
、
同
席
の
人
々
を
笑
わ
せ
、
結
局
沙
汰
止
み
と
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

話
で
あ
る
。
『
江
談
抄
』
に
よ
れ
ば
実
頼
も
似
た
体
験
を
持
つ
。
右
大
臣
忠
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

が
我
が
子
実
頼
の
加
級
を
願
っ
て
許
さ
れ
ず
、
叙
位
の
日
に
欠
勤
し
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一

こ
の
時
実
頼
は
二
十
一
才
だ
が
、
彼
の
童
名
は
「
牛
飼
」
で
あ
っ
た
。
２
１
３
８

の
「
小
野
宮
殿
」
が
実
頼
だ
と
、
〈
牛
飼
〉
の
望
み
が
叶
わ
な
か
っ
た
例
と
ば

か
り
に
、
話
の
連
繋
が
ス
ム
ー
ズ
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
実
頼
が
大
炊
御
門

大
路
に
面
す
る
所
に
菓
子
を
用
意
し
て
、
〈
殿
上
童
と
牛
飼
い
童
〉
な
ら
ぬ
京

童
部
を
集
め
て
「
天
下
名
事
」
を
聞
い
た
と
い
う
。
読
者
は
具
体
的
に
は
ど
ん

な
話
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
興
味
を
そ
そ
ら
れ
よ
う
。
そ
こ
へ
、
こ
れ
ぞ
「
天

下
名
事
」
と
ば
か
り
に
、
次
の
２
１
３
９
を
出
す
。
実
頼
が
養
子
に
し
た
孫
の
実

資
が
、
同
じ
大
炊
御
門
大
路
の
側
に
あ
る
井
戸
に
集
ま
る
下
女
の
中
か
ら
女
選

び
で
、
そ
の
上
、
ふ
が
い
な
く
も
実
頼
の
弟
師
輔
の
曾
孫
で
あ
る
若
い
頼
通
に

し
て
や
ら
れ
た
と
な
れ
ば
、
京
童
部
の
格
好
の
話
題
。
実
頼
が
目
を
む
い
て
仰

天
し
そ
う
で
連
繋
と
し
て
は
面
白
い
と
、
顕
兼
は
考
え
た
の
で
は
な
い
か
。
つ

い
で
な
が
ら
、
２
１
３
９
と
２
－
４
０
も
実
資
の
女
好
き
の
〈
同
題
〉
だ
け
で
並
べ

た
の
で
は
あ
る
ま
い
。
香
炉
は
大
江
匡
房
の
『
遊
女
記
』
に
見
え
る
蟹
島
の
遊

　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

女
だ
っ
た
。
同
書
に
は
遊
女
を
寵
愛
す
る
の
は
「
賢
人
君
子
と
い
え
ど
も
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

行
を
免
れ
ず
」
と
あ
っ
て
、
賢
人
実
資
が
香
炉
を
寵
愛
し
た
と
伝
え
る
話
の
背

景
が
見
え
て
く
る
。
『
遊
女
記
』
は
、
頼
通
は
長
元
年
中
の
上
東
門
院
の
住

吉
・
天
王
寺
参
詣
に
従
っ
て
、
江
口
の
中
君
を
賞
玩
し
た
と
も
伝
え
る
。
こ
う

い
っ
た
伝
承
を
念
頭
に
、
水
上
の
客
に
群
れ
を
な
し
て
寄
っ
て
く
る
遊
女
と
井



戸
の
水
に
寄
り
集
ま
っ
て
く
る
下
女
の
イ
メ
ー
ジ
と
を
だ
ぶ
ら
せ
な
が
ら
、
実

資
を
か
ら
か
う
頼
通
と
て
、
所
詮
同
じ
穴
の
む
じ
な
で
あ
る
と
い
う
批
評
を
込

め
て
、
２
－
３
９
に
２
－
４
０
を
付
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ち
な
み
に
、
『
古
事
談
』
の
配
列
の
意
味
を
読
解
し
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
話

　
　
　
　
一
”

を
展
開
す
る
『
続
古
事
談
』
編
者
も
、
『
古
事
談
』
２
　
３
８
の
「
小
野
宮
殿
」

は
く
実
頼
ｖ
と
見
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
古
事
談
』
２
１
３
８
か
ら
２
１
３
９
へ

の
連
繋
も
含
め
て
、
対
応
す
る
『
続
古
事
談
』
の
部
分
は
と
い
え
ば
、
二
－
五

だ
ろ
う
。
二
－
五
は
師
輔
が
「
北
の
対
」
な
ら
ぬ
「
北
の
宮
」
康
子
内
親
王
の

も
と
に
秘
密
裏
に
通
っ
て
い
る
の
を
、
小
野
宮
殿
実
頼
が
暗
に
皮
肉
っ
て
弟
師

輔
を
『
古
事
談
』
の
頼
通
の
よ
う
に
く
赤
面
Ｖ
さ
せ
た
話
で
あ
る
。
こ
れ
は

『
中
外
抄
』
下
２
９
が
出
典
と
み
ら
れ
て
い
る
。
実
資
と
下
女
の
取
り
合
わ
せ
に

対
照
的
な
高
貴
な
女
人
と
の
情
事
で
、
明
ら
か
に
『
古
事
談
』
２
１
・
３
８
・
３
９
の

配
列
に
隠
さ
れ
た
意
味
を
意
識
し
て
い
よ
う
。
『
続
古
事
談
』
編
者
は
、
実
頼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刀
一

が
京
童
部
か
ら
仕
入
れ
た
「
天
下
名
事
」
と
は
、
む
し
ろ
色
好
み
で
千
沢
山
の

師
輔
と
康
子
内
親
王
の
密
通
の
方
だ
と
示
す
意
図
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
「
イ

マ
ダ
人
モ
イ
タ
ク
シ
ラ
ザ
リ
ケ
ル
ニ
」
、
何
故
か
実
頼
は
す
で
に
知
っ
て
い
た
。

『
続
古
事
談
』
で
は
省
略
さ
れ
る
が
、
『
中
外
抄
』
下
２
９
で
忠
実
は
「
九
条
殿
ハ

閏
の
お
ほ
き
に
お
ハ
し
ま
し
け
れ
バ
、
康
子
ハ
あ
ハ
せ
給
た
り
け
る
時
ハ
、
天

下
童
談
あ
り
け
り
」
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
こ
の
「
天
下
童
談
」
が
京
童
部

が
語
る
「
天
下
名
事
」
に
対
応
し
よ
う
。
二
－
五
の
最
後
に
、
公
季
の
「
童
名

　
　
　
　
　
『
古
事
談
』

ハ
宮
雄
ト
ゾ
」
と
；
日
、
言
い
添
え
る
あ
た
り
、
『
古
事
談
』
２
１
３
７
か
ら
２

－
３
８
へ
の
連
繋
に
使
わ
れ
た
実
頼
の
幼
名
牛
飼
に
も
気
づ
い
て
い
た
ら
し
い
。

　
『
古
事
談
』
２
　
３
８
の
「
小
野
宮
殿
」
が
顕
兼
の
意
識
の
中
で
も
実
頼
た
っ

た
と
す
れ
ば
、
２
－
３
８
の
典
拠
の
一
部
と
な
っ
た
『
富
家
語
』
　
二
ニ
ハ
に
、

『
中
外
抄
』
を
典
拠
と
し
た
２
１
４
１
と
同
内
容
の
話
が
存
在
す
る
の
だ
か
ら
、

顕
兼
が
２
　
４
１
を
実
資
と
誤
解
し
て
い
た
可
能
性
は
ま
ず
あ
り
得
ま
い
。
視
点

を
変
え
れ
ば
、
顕
兼
は
知
足
院
殿
忠
実
の
言
談
を
、
忠
実
の
評
価
を
抜
い
た
形

で
繰
り
返
す
、
言
談
の
再
演
者
と
も
言
え
る
。
『
古
事
談
』
が
『
顕
兼
抄
』
と

も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
抄
録
集
の
側
面
を
持
ち
っ
っ
も
、
一
方
で
『
古
事
談
』
と

呼
ば
れ
る
の
は
く
顕
兼
言
談
Ｖ
の
面
も
読
者
に
意
識
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

顕
兼
は
『
中
外
抄
』
や
『
富
家
語
』
に
話
材
を
取
り
な
が
ら
、
単
に
資
料
収
集

の
対
象
に
し
た
の
で
は
な
く
、
語
り
手
知
足
院
殿
を
強
く
意
識
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
話
そ
の
も
の
を
あ
ま
り
改
変
し
な
い
形
で
の
言
談
行
為
で
あ
る
、
顕

兼
の
く
再
演
ｖ
に
は
、
語
る
順
一
１
１
配
列
一
の
中
に
忠
実
の
価
値
観
に
い
ち
い

ち
水
を
さ
す
よ
う
な
遊
び
が
あ
る
。
話
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
化
で
は
な
く
、
言
談
行

為
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
化
と
い
っ
て
も
よ
い
。

　
『
江
談
抄
』
に
取
材
し
た
場
合
で
も
、
同
様
の
例
が
見
い
だ
せ
る
。
『
古
事

談
』
２
１
３
６
に
は
、
源
経
信
が
道
真
を
祀
る
北
野
杜
の
前
を
下
車
せ
ず
に
通
っ

た
理
由
を
問
わ
れ
て
、
「
四
位
ハ
不
拝
二
位
」
と
弾
正
式
を
盾
に
「
神
不
享
非

礼
。
若
下
ハ
還
テ
以
似
不
知
礼
歎
」
と
言
っ
て
の
け
た
話
を
記
す
。
こ
の
話
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



　
　
　
　
　
『
古
事
談
』

出
典
と
見
ら
れ
る
『
江
談
抄
』
の
方
で
は
、
「
経
信
（
卿
）
ハ
近
代
之
逸
物
也
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

と
始
ま
り
、
「
難
然
無
指
答
歎
。
勝
事
也
。
希
有
々
々
云
々
」
と
終
わ
る
。
『
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

事
談
』
で
は
こ
の
大
江
匡
房
の
批
評
部
分
は
ま
っ
た
く
削
除
さ
れ
て
い
る
。
次

の
２
１
－
３
７
は
経
信
が
「
宇
治
関
白
牛
飼
」
の
例
を
持
ち
出
し
た
話
だ
か
ら
、
経

信
の
〈
豪
胆
さ
と
、
妙
に
説
得
力
の
あ
る
戯
れ
た
物
言
い
〉
で
連
鎖
す
る
配
列

で
あ
る
。
２
１
３
６
の
〈
牛
車
〉
に
く
牛
飼
ｖ
を
付
け
る
言
語
遊
戯
も
あ
っ
た
だ

ろ
う
。
だ
が
、
『
北
野
天
神
縁
起
』
（
建
久
本
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
神
前
の

〈
下
車
〉
に
ま
つ
わ
る
一
挿
話
が
あ
る
。

　
　
又
近
き
こ
ろ
の
こ
と
ぞ
か
し
、
仁
和
寺
な
り
け
る
阿
闇
梨
の
、
北
野
の
御

　
　
こ
し
の
西
京
の
た
び
所
に
お
は
し
ま
し
け
る
御
前
を
、
車
に
乗
な
が
ら
と

　
　
ほ
ら
ん
と
し
け
る
に
、
そ
の
牛
お
ま
へ
に
た
ふ
れ
ふ
し
、
頓
て
死
に
け
れ

　
　
ば
、
彼
僧
は
だ
し
に
て
ぞ
は
し
り
け
る
。

験
力
あ
る
阿
闇
梨
で
も
神
前
の
乗
車
通
過
は
北
野
天
神
の
激
し
い
怒
り
を
買
う

と
、
喧
伝
さ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
本
当
に
経
信
に
崇
り
は
な
か
っ
た
の
か
。

２
１
３
７
の
経
信
と
宗
通
の
取
り
合
わ
せ
に
位
階
の
面
か
ら
注
意
す
る
と
、
「
難

然
無
指
答
歎
」
の
匡
房
評
を
顕
兼
は
決
し
て
無
視
し
て
は
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。
宗
通
が
正
四
位
下
で
参
議
に
任
ぜ
ら
れ
た
寛
治
八
年
六
月
十
二
日
、
正
二

位
の
大
納
言
経
信
の
方
は
七
十
九
才
の
高
齢
で
太
宰
権
帥
に
任
ぜ
ら
れ
、
か
つ

て
右
大
臣
道
真
が
左
遷
さ
れ
た
太
宰
府
の
地
へ
赴
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
道
真
と
同
様
に
経
信
は
太
宰
府
で
没
し
て
い
る
。
経
信
が
敬
意
を
払

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

わ
な
か
っ
た
宗
通
の
父
俊
家
の
極
官
も
、
道
真
と
同
様
に
二
位
の
右
大
臣
。
こ

の
点
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
「
四
位
ハ
不
拝
二
位
」
が
何
や
ら
因
縁
め
い
て
く

る
。
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
２
１
３
７
に
言
う
経
信
が
四
位
だ
っ
た
時
に
は
、
北

野
天
神
は
す
で
に
〈
贈
正
一
位
・
贈
太
政
大
臣
〉
の
地
位
に
あ
っ
た
。
こ
の
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

と
は
『
古
事
談
』
５
－
１
９
に
も
触
れ
て
い
る
。
続
く
２
１
３
８
に
は
、
怨
霊
と
し

て
猛
威
を
振
る
っ
た
「
天
神
」
に
対
し
て
格
別
に
敬
意
を
払
っ
た
、
〈
贈
正
一

位
・
太
政
大
臣
Ｖ
の
小
野
宮
殿
く
実
頼
Ｖ
を
登
場
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
見
れ
ば
、

道
真
生
前
の
従
二
位
・
右
大
臣
の
地
位
に
基
づ
い
て
詑
弁
を
弄
し
た
経
信
の
論

理
の
矛
盾
を
問
題
に
せ
ぬ
ま
ま
、
「
難
然
無
指
答
歎
」
と
興
じ
た
匡
房
評
を
疑

っ
て
み
せ
る
目
的
も
あ
っ
て
の
配
列
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
古
事
談
』
に
お
け
る
顕
兼
の
語
り
は
、
博
識
で
知
ら
れ
た
、
過
去
の
偉
大

な
る
語
り
手
忠
実
や
匡
房
の
言
談
を
意
識
し
な
が
ら
、
両
者
に
知
識
の
権
威
と

し
て
服
従
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
へ
の
諾
諺
的
な
挑
戦
を
含
め
て
い
る
。
そ

こ
に
、
出
典
の
語
り
手
の
批
評
部
分
を
取
り
入
れ
ず
、
で
き
ご
と
そ
の
も
の
に

の
み
注
意
を
向
け
る
か
の
よ
う
な
抄
録
の
あ
り
方
の
原
因
の
一
端
が
あ
る
だ
ろ

う
。
だ
か
ら
、
批
評
部
分
を
取
り
入
れ
な
け
れ
ば
、
顕
兼
の
遊
戯
的
批
判
が
成

り
立
た
な
い
場
合
は
、
彼
は
た
め
ら
う
こ
と
な
く
そ
の
部
分
を
抄
出
す
る
。
た

と
え
ば
、
２
－
４
１
と
切
り
離
さ
れ
て
独
立
し
て
配
置
さ
れ
た
２
－
３
４
。

　
　
或
人
夢
二
赴
冥
途
タ
リ
ケ
ル
ニ
。
可
被
召
侍
従
大
麹
言
行
成
之
由
。
有
其

　
　
沙
汰
ケ
レ
バ
。
或
冥
官
云
。
件
行
成
ハ
為
世
為
人
イ
ミ
ジ
ク
正
直
之
人
也
。



　
　
暫
不
可
被
召
云
々
。
価
不
被
召
云
々
。
正
直
者
ハ
冥
官
之
召
モ
遁
事
也
。

こ
れ
が
『
中
外
抄
』
下
２
２
前
半
Ａ
の
部
分
が
出
典
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
先
述

し
た
。
最
後
の
「
正
直
者
ハ
冥
官
之
召
モ
遁
事
也
」
の
部
分
は
、
『
中
外
抄
』

の
「
然
者
正
直
な
る
人
、
冥
官
の
召
も
遁
事
也
」
と
い
う
、
行
成
の
話
か
ら
導

き
出
さ
れ
て
き
た
忠
実
自
身
の
結
論
で
あ
っ
て
、
で
き
ご
と
そ
の
も
の
で
は
な

い
。
抄
出
の
際
に
『
中
外
抄
』
の
「
ウ
ル
ハ
シ
キ
人
」
を
「
正
直
之
人
」
に
改

め
て
、
「
然
者
」
を
抜
い
た
と
こ
ろ
が
ミ
ソ
な
の
だ
が
（
書
写
上
の
脱
落
で
な

け
れ
ば
）
、
「
正
直
者
ハ
冥
官
之
召
モ
遁
事
也
」
と
結
ば
れ
る
と
、
一
種
の
人
生

訓
に
も
似
た
こ
の
世
を
支
配
す
る
超
越
的
な
法
則
の
よ
う
に
聞
こ
え
、
行
成
の

話
は
そ
の
例
証
に
な
る
。
だ
が
、
人
の
寿
命
と
「
正
直
」
度
が
比
例
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
は
、
現
代
人
も
含
め
て
誰
も
が
経
験
的
に
知
っ
て
い
る
事
で

あ
る
。
顕
兼
も
そ
う
思
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
次
の
２
－
３
５
は
、
藤
原
済
時
が
娘

の
立
后
の
勅
許
が
下
り
た
と
誤
解
し
て
拝
舞
し
た
が
、
立
后
は
な
か
っ
た
の
で
、

彼
は
「
空
キ
拝
ノ
大
将
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
話
。
ど
こ
か
ら
仕
入
れ
た
話
な

の
か
、
こ
の
話
は
史
実
に
照
ら
し
て
も
、
『
江
談
抄
』
の
橘
為
仲
が
語
っ
た
話

＠
に
照
ら
し
て
も
問
違
い
だ
ら
け
で
あ
る
。

　
済
時
女
城
子
が
入
内
し
た
の
は
三
条
天
皇
が
ま
だ
皇
太
子
の
時
で
あ
る
。
三

条
天
皇
が
即
位
し
た
年
に
は
済
時
は
す
で
に
没
し
て
い
た
か
ら
、
立
后
の
勅
許

に
拝
舞
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
し
、
城
子
は
そ
の
翌
年
に
皇
后
と
な
っ
て
い

る
。
先
述
の
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
「
ま
こ
と
や
ら
ん
」
と
「
浦
島
の
子
が
お

　
　
　
　
　
『
古
事
談
』

と
・
」
の
関
係
を
想
起
さ
せ
る
連
繋
で
、
忠
実
の
〈
結
論
〉
に
対
し
て
の
顕
兼

の
否
定
的
見
解
を
く
嘘
Ｖ
の
話
で
表
明
し
て
い
よ
う
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
く
で

き
ご
と
Ｖ
だ
け
を
抄
出
し
た
の
で
は
、
忠
実
の
言
葉
に
対
す
る
顕
兼
の
批
判
を

連
繋
に
よ
っ
て
表
す
の
は
不
可
能
な
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
２
－
３
５
の
話
の
結
び
は
「
空
キ
拝
」
が
「
紅
梅
」
と
同
訓
の
ゆ
え
に
、

「
紅
梅
の
大
将
」
の
意
味
に
誤
解
さ
れ
て
い
る
と
説
く
。
「
紅
梅
」
は
北
野
天
神

Ｈ
菅
原
道
真
と
結
び
っ
き
の
強
い
花
で
あ
る
。
道
真
が
時
平
た
ち
の
霞
言
に
あ

っ
て
、
無
実
の
罪
で
配
所
で
悶
死
し
た
の
は
周
知
の
こ
と
だ
が
、
〈
正
直
者
Ｖ

の
道
真
は
く
非
正
直
者
Ｖ
の
時
平
よ
り
も
先
に
、
「
冥
官
之
召
」
に
あ
っ
て
い

る
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
顕
兼
の
出
し
て
み
せ
る
実
例
だ
っ
た
と
見
ら
れ

る
。
次
の
２
１
３
６
に
は
北
野
天
神
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
か
ら
。
し
か
も
、
２

－
３
６
の
話
を
『
江
談
抄
』
か
ら
引
用
す
る
の
は
、
『
江
談
抄
』
に
は
「
空
拝
」

の
大
将
の
名
の
由
来
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
せ
て
、
２
－
３
５
の
誤

り
を
指
摘
す
る
意
図
を
思
わ
せ
る
。
こ
の
流
れ
か
ら
見
る
と
、
顕
兼
の
意
見
と

し
て
は
、
北
野
天
神
を
「
二
位
」
と
財
め
て
下
車
せ
ず
、
非
礼
を
な
し
た
経
信

が
太
宰
府
の
任
地
で
没
し
た
の
は
、
そ
の
〈
非
正
直
〉
さ
ゆ
え
の
神
の
怒
り
に

よ
る
結
末
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
顕
兼
と
い
う
人
物
も
ま
た
寡
黙
ど
こ
ろ
か
、

経
信
並
み
に
な
か
な
か
の
〈
笹
言
い
の
逸
物
〉
で
あ
っ
た
。

い
か
な
る
目
的
で
誰
の
た
め
に
『
古
事
談
』

を
源
顕
兼
が
書
い
た
の
か
は
不

　
　
二
五



　
　
　
　
　
『
古
事
談
』

明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
少
な
く
と
も
自
ら
の
子
孫

を
含
め
た
若
者
向
け
に
宮
仕
え
の
教
養
の
一
助
と
し
て
、
古
事
を
覚
え
さ
せ
る

た
め
の
書
で
は
な
い
こ
と
だ
け
は
確
か
だ
ろ
う
。
先
述
し
た
「
空
拝
ノ
大
将
」

の
話
な
ど
、
鵜
呑
み
に
し
て
は
よ
い
物
笑
い
の
対
象
と
な
る
の
は
必
定
で
あ
る
。

ま
た
、
第
一
王
道
后
宮
の
巻
に
出
て
く
る
、
侍
従
池
の
白
鳥
が
「
有
飯
無
莱
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

と
鳴
い
た
と
い
う
だ
け
の
話
な
ど
は
、
ど
う
考
え
て
も
必
須
の
教
養
か
ら
は
程

遠
い
。
『
古
事
談
』
の
配
列
の
意
味
を
読
み
取
る
に
は
、
相
当
の
知
識
と
機
知

が
必
要
で
あ
り
、
『
中
外
抄
』
『
富
家
語
』
『
江
談
抄
』
な
ど
を
所
持
す
る
人
間

が
見
て
こ
そ
、
そ
の
面
白
さ
が
倍
増
す
る
。
そ
し
て
、
『
古
事
談
』
に
お
い
て

顕
兼
が
意
識
し
た
先
人
の
く
言
談
Ｖ
は
、
大
江
匡
房
や
知
足
院
忠
実
だ
け
で
は

な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
口
伝
の
形
で
あ
れ
、
説
話
集
や
歴
史
物
語
や
伝
記

な
ど
の
書
物
の
形
で
あ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
承
と
そ
れ
を
伝
え
る
先
人
の
営
み

に
対
し
て
、
批
判
的
に
捉
え
る
目
こ
そ
新
し
い
「
言
談
者
」
１
１
「
説
話
集
編
者
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

を
生
み
出
す
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
、
「
知
識
あ
る
大
人
向
け
の
書
」
の
一
つ

の
例
と
し
て
、
『
古
事
談
』
を
位
置
付
け
る
事
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

※
本
文
引
用
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
古
事
談
』
、
岩
波
新

古
典
文
学
大
系
『
江
談
抄
・
中
外
抄
・
富
家
語
』
・
『
袋
草
紙
』
・
『
宇
治
拾
遺

物
語
』
、
小
学
館
日
本
古
典
文
学
全
集
『
歌
論
集
』
所
収
の
『
俊
頼
髄
脳
』
、

和
泉
書
院
研
究
叢
書
『
続
古
事
談
注
解
』
、
武
蔵
野
書
院
『
古
本
系
江
談
抄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

注
解
・
補
訂
版
』
、
岩
波
日
本
思
想
大
系
『
寺
杜
縁
起
』
所
収
の
建
久
本

『
北
野
天
神
縁
起
』
、
『
私
家
集
大
成
中
古
１
』
所
収
の
『
一
条
摂
政
御
集
』
、

岩
波
日
本
思
想
大
系
『
古
代
政
治
社
会
思
想
』
所
収
の
『
遊
女
記
』
を
用
い

た
。
説
話
番
号
も
、
各
テ
キ
ス
ト
に
従
っ
た
。

注¢

『
国
文
学
　
解
釈
と
鑑
賞
』

昭
和
四
十
年
二
月
；
十
二
月
、
四
十
一
年
二
－
四
月

　
号
　
　
『
国
文
学
　
解
釈
と
鑑
賞
』
昭
和
四
十
年
十
二
月
号
。
な
お
、
本
稿
に
引
用
す
る

　
益
田
氏
の
言
葉
は
、
も
っ
ぱ
ら
こ
の
論
稿
に
よ
る
。

　
　
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
袋
草
紙
」
上
巻
「
雑
談
」
の
部
の
脚
注
参
照
。

＠
　
『
古
事
談
』
２
１
４
２
「
九
条
顕
頼
於
床
子
座
夜
食
事
」

＠
　
『
一
条
摂
政
御
集
』
私
家
集
大
成
中
古
１
の
歌
番
号
４
「
く
も
ゐ
に
は
わ
た
る
と

　
き
け
と
、
ふ
か
り
の
こ
ゑ
き
・
か
た
き
あ
き
に
も
あ
る
か
な
」
の
詞
書
き
。
漢
字

　
化
．
濁
点
は
筆
者
付
す
。
な
お
、
『
俊
頼
髄
脳
』
の
「
た
の
む
の
雁
」
の
項
も
こ
の

　
部
分
に
触
れ
て
い
る
。

＠
吉
田
早
苗
氏
「
藤
原
実
資
と
小
野
宮
第
」
（
『
日
本
歴
史
』
一
九
七
七
年
七
月
号
）

　
に
よ
れ
ば
、
実
際
に
井
戸
が
あ
っ
た
の
は
、
小
野
宮
本
邸
の
東
に
あ
る
東
町
の
井
戸

　
の
事
だ
ろ
う
と
さ
れ
る
。

の
『
和
歌
童
蒙
抄
』
（
日
本
歌
学
大
系
別
巻
一
）
第
二
「
夏
夜
」
の
条
「
夏
夜
は
浦
島

　
の
子
が
箱
な
れ
や
は
か
な
く
明
て
悔
し
か
る
ら
ん
」
の
歌
に
「
四
条
大
麹
言
和
歌
論

　
議
に
あ
り
。
委
見
日
本
紀
第
十
四
。
雄
略
天
皇
二
十
二
年
秋
七
月
、
丹
波
国
余
杜
郡

　
の
管
川
の
人
水
江
の
浦
島
子
、
舟
に
の
り
て
釣
す
。
大
な
る
亀
を
得
た
り
。
（
以
下

　
略
）
」
、
ま
た
、
第
六
「
玉
厘
」
の
条
「
水
の
江
の
浦
島
の
子
が
玉
く
し
げ
あ
け
て
の



　
後
ぞ
く
や
し
か
り
け
る
」
の
歌
に
「
四
条
大
納
言
抄
に
、
浦
島
子
は
雄
略
天
皇
の
時

　
の
人
也
」
と
引
用
。
『
和
歌
論
議
』
は
散
逸
。

９
　
第
一
王
道
后
宮
の
ー
；
２
浦
島
子
伝
承
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
古
事
談
－
連
繋
を

　
読
む
－
」
一
『
同
志
社
国
文
学
』
４
３
号
　
一
九
九
六
年
一
月
一
及
び
「
古
事
談
－
浦
島

　
子
－
」
一
『
同
志
社
国
文
学
』
４
６
号
　
一
九
九
七
年
三
月
）
で
触
れ
た
。

　
　
小
林
保
治
氏
『
古
事
談
』
一
現
代
思
潮
社
古
典
文
庫
）
二
二
八
話
頭
注
１
、
一
四

　
一
話
頭
注
２
。
益
田
勝
実
氏
「
古
事
談
鑑
賞
十
一
抄
録
の
文
芸
一
三
一
」
。
浅
見
和
彦

　
氏
「
古
事
談
試
論
」
一
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
五
十
一
年
八
月
号
一
。
志
村
有
弘
氏

　
『
説
話
文
学
の
構
想
と
伝
承
』
第
三
章
「
源
顕
兼
と
古
事
談
」
明
治
書
院
・
昭
和
五

　
十
七
年
発
行
一
。
伊
東
玉
美
氏
『
院
政
期
説
話
集
の
研
究
』
第
三
章
・
２
「
小
野
宮

　
殿
と
一
条
殿
」
一
武
蔵
野
書
院
・
一
九
九
六
年
四
月
発
行
一
。

＠
　
『
杢
言
抄
』
　
二
一
七
「
又
被
命
云
。
延
長
末
。
貞
信
公
以
小
野
宮
殿
加
級
事
。
被

　
申
延
喜
聖
主
。
一
主
一
上
不
一
令
一
許
。
其
後
叙
位
日
。
貞
信
公
称
所
労
。
不
令
参
。

　
干
時
一
大
臣
）
只
一
人
也
。
召
大
納
言
道
明
卿
。
又
称
所
労
不
被
参
。
依
無
中
納
言

　
例
。
叙
位
停
止
。
明
日
節
会
。
道
明
卿
参
上
。
主
上
被
仰
云
。
去
夜
称
所
労
不
参
。

　
今
日
参
仕
如
何
。
可
弁
申
。
道
明
退
出
之
時
。
歎
日
。
道
明
乎
有
私
ト
ォ
思
食
ニ
コ
ソ

　
有
ヶ
レ
。
此
外
無
所
言
。
還
家
之
後
。
有
所
労
不
参
。
遂
以
後
莞
逝
」
。
一
た
だ
し
、

　
道
明
の
死
は
延
長
末
で
は
な
く
延
喜
二
十
年
六
月
十
七
日
の
で
き
ご
と
。
こ
の
時
忠

　
平
は
右
大
臣
。
実
頼
は
２
１
才
で
延
喜
十
五
年
か
ら
従
五
位
下
の
ま
ま
、
『
公
卿
補
任
』

　
に
よ
れ
ば
右
近
権
少
将
で
、
九
月
二
十
一
日
に
備
中
権
介
を
兼
ね
る
。
前
田
本
江
談

　
抄
・
類
従
本
江
談
抄
も
同
じ
）
一
江
談
抄
研
究
会
編
・
『
古
本
系
江
談
抄
注
解
・
補
訂

　
版
』
武
蔵
野
書
院
・
平
成
五
年
五
月
発
行
一

〇
　
『
大
鏡
』
第
二
巻
・
実
頼
の
条
一
岩
波
古
典
文
学
大
系
）
に
「
お
と
、
・
の
御
わ
ら

　
は
な
を
ば
牛
飼
と
中
き
。
さ
れ
ば
、
そ
の
御
ぞ
う
は
牛
飼
を
「
牛
っ
き
」
と
の
た
ま

　
ふ
也
」
と
あ
る
。

＠
　
香
炉
の
名
は
「
二
中
歴
」
第
十
三
「
遊
女
」
の
項
に
も
見
え
、
高
名
な
遊
女
だ
っ

　
た
。
実
資
が
教
通
と
と
も
に
寵
愛
し
た
こ
と
が
史
実
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
確
認
で

　
き
な
い
。
ま
た
、
上
東
門
院
が
八
幡
・
住
吉
・
天
王
寺
参
詣
に
出
発
し
た
の
は
、

　
『
小
右
記
』
に
よ
れ
ば
長
元
四
年
九
月
二
十
五
日
で
、
実
資
は
娘
千
古
と
と
も
に
、

　
そ
の
御
行
の
有
様
を
見
物
し
て
お
り
、
こ
の
時
は
同
道
し
て
い
な
か
っ
た
。

＠
　
拙
稿
「
続
古
事
談
と
古
事
談
；
似
て
非
な
る
も
の
ー
」
一
『
日
本
文
学
』
一
九
九
七

　
年
五
月
号
一
参
照
。

＠
　
『
大
鏡
』
第
三
巻
「
師
輔
」
の
条
に
「
そ
の
と
の
・
御
君
達
十
一
人
、
女
五
六
人

　
ぞ
、
お
は
し
ま
し
・
」
と
あ
る
。

＠
　
『
大
鏡
』
第
三
巻
「
公
季
」
の
条
の
最
後
に
「
む
か
し
の
御
わ
ら
は
な
、
宮
雄
君

　
と
こ
そ
は
申
し
か
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
＠
に
触
れ

　
た
よ
う
に
、
『
古
事
談
』
も
『
大
鏡
』
に
あ
る
「
牛
飼
」
を
連
繋
に
用
い
て
い
る
こ

　
と
に
含
わ
せ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

＠
　
『
水
言
抄
』
９
、
神
田
本
９
、
類
従
本
一
－
３
７
一
表
題
の
み
一

〇
　
小
林
保
治
氏
は
、
『
古
事
談
』
編
者
が
「
説
話
者
の
感
想
批
評
」
を
省
く
こ
と
に

　
よ
っ
て
、
「
事
を
語
る
く
話
ｖ
と
し
て
白
立
せ
し
め
」
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
、
こ

　
の
経
信
の
話
に
つ
い
て
も
、
匡
房
に
よ
る
「
経
信
賛
美
の
文
句
」
を
除
去
す
る
こ
と

　
に
よ
っ
て
、
「
表
現
態
が
談
話
体
か
ら
一
つ
の
出
来
事
を
出
来
事
と
し
て
伝
え
る
説

　
話
体
へ
と
さ
ら
り
と
転
換
し
、
か
え
っ
て
毅
然
た
る
経
信
像
は
自
ら
な
る
重
み
を
加

　
え
る
こ
と
に
な
る
」
と
評
さ
れ
た
一
『
説
話
集
の
方
法
』
第
五
章
「
古
事
談
」
、
笠
問

　
書
院
。
平
成
四
年
発
行
一
。
ま
た
、
田
村
憲
治
氏
も
、
原
典
の
『
江
談
抄
』
に
は
な

　
い
問
答
の
形
式
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の
２
－
３
７
と
と
も
に
「
毅
然
と
し
た
」

　
経
信
像
を
一
層
鮮
明
に
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
；
言
談
と
説
話
の
研

　
究
』
第
四
章
『
古
事
談
』
四
・
清
文
堂
・
一
九
九
五
年
発
行
一
。
談
話
の
説
話
化
や
、

　
問
答
形
式
の
導
入
な
ど
、
鋭
い
指
摘
と
し
て
諾
う
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
、
経
信
を

　
「
毅
然
」
と
し
て
い
る
と
捉
え
る
の
は
少
し
言
葉
の
不
足
を
感
じ
る
。
続
く
２
－
３
７

　
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
経
信
に
対
す
る
周
囲
の
反
応
は
、
納
得
と
笑
い
と
が
同

『
古
事
談
』

二
七



『
古
事
談
』

　
時
の
も
の
で
あ
る
。
『
江
談
抄
』
の
匡
房
に
し
て
も
、
そ
の
剛
胆
さ
と
奇
抜
な
論
理

　
を
面
白
が
っ
て
い
る
面
が
あ
っ
て
単
純
な
賛
美
や
共
感
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
『
古
事
談
』
の
人
物
形
象
は
、
前
後
の
話
と
の
関
係
も
考
慮
に
入
れ
て
い
る
分
、
複

　
雑
で
あ
る
。
勅
許
が
あ
っ
た
と
早
合
点
す
る
醜
態
を
演
じ
て
笑
い
者
に
さ
れ
る
２
１

　
３
５
の
済
時
に
対
し
て
、
神
を
も
畏
れ
ぬ
行
動
を
や
っ
て
の
け
る
肝
の
太
い
経
信
を
対

　
照
的
に
配
置
し
て
、
済
時
の
押
し
の
弱
さ
を
批
判
的
に
印
象
づ
け
る
と
同
時
に
、
そ

　
れ
を
経
信
賛
美
の
具
に
す
る
こ
と
に
も
ま
た
否
定
的
に
展
開
す
る
と
こ
ろ
に
、
『
古

　
事
談
』
の
配
列
の
面
白
さ
が
あ
る
。

＠
　
『
古
事
談
』
五
１
１
９
「
北
野
天
神
託
宣
詩
事
」

＠
　
前
田
家
本
江
談
抄
８
８
・
類
従
本
二
１
７
「
為
仲
云
。
済
時
卿
女
。
被
参
三
条

　
（
院
）
東
宮
之
時
之
日
夕
。
大
将
参
大
入
道
殿
。
被
申
云
。
被
下
輩
車
宣
旨
哉
。
件
事

　
欲
蒙
莫
大
恩
。
返
答
云
。
ナ
ト
ヵ
ハ
。
可
有
恩
許
之
事
也
。
欲
奏
達
云
々
。
大
将
不
堪

　
感
悦
。
起
坐
拝
舞
退
出
。
及
入
内
之
剋
限
。
難
相
待
宣
旨
已
以
無
音
。
敷
莚
道
被
参

　
入
之
。
時
人
密
号
（
空
拝
）
大
将
。
又
彼
大
将
家
前
庭
有
紅
梅
。
便
構
空
拝
云
々
」
。

　
（
『
古
本
系
江
談
抄
注
解
・
補
訂
版
』
）

ゆ
　
『
古
事
談
』
１
－
５
１
「
白
鳥
来
侍
従
池
事
」
。
こ
の
話
が
配
列
の
中
で
果
た
す
役
割

　
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
古
事
談
－
連
繋
を
読
む
－
」
（
『
同
志
社
国
文
学
』
４
３
号
　
一
九

　
九
六
年
一
月
）
で
触
れ
た
が
、
こ
の
話
が
『
古
事
談
』
の
中
で
果
た
し
た
役
割
に
つ

　
い
て
補
填
し
て
お
き
た
い
の
は
、
次
の
１
１
５
２
と
の
関
係
で
あ
る
。
七
条
の
侍
従
池

　
領
は
、
『
朝
野
群
載
』
巻
二
十
一
雑
文
上
に
掲
載
さ
れ
る
長
久
五
年
の
「
権
中
納
言

　
家
牒
」
（
権
中
納
言
家
家
領
右
京
七
条
三
坊
四
坊
主
家
地
券
紛
失
状
）
に
よ
れ
ば
、

　
藤
原
公
任
か
ら
婿
の
藤
原
教
通
に
、
さ
ら
に
教
通
の
息
信
家
に
伝
領
さ
れ
た
。
後
三

　
条
天
皇
が
東
宮
に
な
っ
た
時
に
東
宮
偉
と
な
っ
た
教
通
が
１
－
５
２
に
登
場
す
る
の
は
、

　
こ
の
侍
従
池
領
と
関
連
す
る
と
見
ら
れ
る
。
１
－
５
０
で
次
の
東
宮
を
決
め
る
事
に
反

　
対
し
た
頼
通
の
意
向
に
対
す
る
椰
楡
が
１
－
５
１
に
含
め
ら
れ
て
お
り
、
結
局
後
三
条

　
天
皇
が
東
宮
と
な
っ
た
こ
と
を
象
徴
す
る
話
の
展
開
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

二
八

　
っ
ま
り
教
通
の
側
か
ら
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
後
三
条
天
皇
が
東
宮
と
な
っ
た
こ

　
と
を
ほ
の
め
か
せ
る
わ
け
で
、
能
信
の
働
き
で
後
三
条
天
皇
を
東
宮
に
す
る
こ
と
に

　
な
っ
た
と
い
う
『
今
鏡
』
の
展
開
と
は
異
な
る
。

＠
　
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
扱
っ
た
説
話
は
異
な
る
が
、
田
中
宗
博
氏
が
『
古

　
事
談
』
第
一
王
道
后
宮
に
お
け
る
一
条
天
皇
説
話
群
の
第
３
３
話
・
第
３
４
話
の
展
開
に
、

　
「
顕
兼
は
、
多
少
な
り
と
も
歴
史
の
裏
面
を
見
通
す
事
の
で
き
る
訳
知
り
の
読
者
に

　
向
か
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
読
み
を
意
識
的
に
挑
発
し
て
い
る
よ
う
だ
」
（
「
聖
帝
説
話

　
の
ゆ
く
え
－
『
富
家
語
抜
書
』
『
古
事
談
』
『
続
古
事
談
』
の
一
条
天
皇
説
話
に
つ
い

　
て
－
」
『
大
阪
府
立
大
学
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
）
』
第
四
十
四
巻
・
一
九
九
六

　
年
）
と
い
う
、
読
者
層
の
想
定
に
は
共
感
で
き
る
。
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